別紙２　
別紙２
機能要件

１　主な機能と構成
　本システムは、業務用および公開用の双方で利用するデータを単一のデータベースで管理する構成とする。業務項目及び公開項目については添付資料２に示す構成とし、データは共通データベースに保持したうえで公開フラグ等の制御により表示内容を出しわけるものとする。
また、本システムの構築にあたっては既存のパッケージソフトウェアの標準機能を最大限活用することを基本方針とする。
1  テキストと画像がリンクでき、テキストの検索結果として画像が表示できること
2  ジャパンサーチからの横断検索及び連携を可能とすること
　　③　新博物館（広島城三の丸歴史館）での公開は令和９年度を予定しており、令和８年度は構築したデジタルアーカイブ・システム（業務用・公開用データベース）の公開は行わない。本年度契約では、デジタルアーカイブ・システム（業務用・公開用データベース）構築までを実施する。契約期間中の主な作業は以下の通りとする。
	作業等
	実施者

	
	発注者
（広島城）
	受注者

	本事業で導入する資料管理ファイルサーバへのデータ移行・蓄積
	○
	

	デジタルアーカイブ・システムの構築
	
	○

	資料管理ファイルサーバからの対象データ抽出、提供
	○
	

	デジタルアーカイブ・システム（クラウド上）へのデータ移行
※移行する画像点数は８年度は２ＴＢで収まる点数とする
	
	○


　　　
２　将来的な公開用データベースの検索仕様
①　指定した資料が公開用データベース内で横断検索ができること
②　テキスト及び数値の横断検索が公開用データベース内で行えること
③　テキスト検索は公開用データベースの全項目に対する全文検索とすること
④　公開用データベースに対する検索結果は高速に表示できること

３　データベース定義・構築
①　公開用データベースの項目の追加・変更・削除が任意に行えること
②　資料管理ファイルサーバに登録したメタデータをCSV及びExcel形式でアップロードできること
③　デジタルアーカイブ・システムに登録したデータ（メタデータ・デジタルコンテンツとの紐
づけ情報）をCSV及びExcel形式でダウンロードできること
④　上記のデータベースの設定変更が随時反映される画面設定であること

４　上記の機能要件の詳細（一部再掲）
	機能名
	内容

	要件

	目録データ登録機能
	目録情報のデータ化
	・目録データ項目は既設の項目を基準とし、ISAD（G）に準拠して設定すること
・Dublin Coreの要素を参考に、横断検索のために必要最小限の目録データ項目として「ID」「大項目」「小分類」「資料名」「資料特徴」「時代」「作者」「備考等（自由記述部分）」の８項目を設定すること
・目録データは階層構造を用いた管理ができること
・UCS-4を表現できる文字コードとすることと
・符号化形式はUTF-8又はUTF-16とすること
・外字は指定せず、代替可能なUCS規格内の文字（代替文字）を用いること

	
	目録データを登録、編集、削除する機能
	・項目の追加・削除・順序変更等が自由にできること。また、検索画面も同様に作成できること
・目録データを個別及び一括で登録、編集、削除、出力できること
・目録データの公開・非公開の設定ができること。また、公開用データベースごとに公開・非公開の設定できること
・登録した情報は作成時および更新のタイミングで自動的に更新履歴として登録され、資料詳細から全ての履歴を閲覧可能なこと。

	デジタルコンテンツ登録機能
	画像データを登録、編集、削除する機能
	・保存用の画像形式としてTIFF（非圧縮）、JPEG、PDFを公開用の画像形式としてJPEG及びPDFをサポートすること
・目録情報に画像ファイルを関連付けて登録できること
・非公開の画像データと公開する画像データを分離し、アクセス制御できること
・画像データとその管理データを個別及び一括で登録、編集、削除ができること

	
	動画・音声データを登録、編集、削除する機能
	・保存用の動画データの形式として、MP4をサポートすること
・保存用の音声データの形式として、MP3をサポートすること
・目録情報に動画・音声データを関連付けて登録できること
・動画・音声データとその管理データを個別及び一括で登録、編集、削除ができること

	
	その他ファイルを登録、編集、削除する機能
	・保存用のその他ファイル形式として、MS Word、Excel、PowerPoint、JPEGをサポートすること
・目録情報にその他ファイルを関連付けて登録できること
・その他データとその管理データを個別及び一括で登録、編集、削除ができること

	検索機能
	登録したデータを検索する機能
	・公開用データベース内の個別検索と公開用データベース内の横断検索の両方の機能があること
・キーワードによる全文検索ができること
・検索項目とキーワード、演算子を指定した検索ができること
・受入年月日更新に対する範囲検索ができること
・任意の項目を追加指定し、絞り込み検索ができること
・条件を指定して検索を行い、結果の一覧表示ができること
・選択された目録データの詳細表示ができること
・詳細画面を印刷できる機能を有していること
・目録データの階層構造表示から、指定した階層に属する目録データの一覧表示ができること
・目録データの階層表示から、指定した階層以下に属する目録データに限定した検索ができること
・画像がついている目録データのみの検索ができること

	
	検索支援機能
	・辞書による同義語・関連語等の検索が行えること
・辞書の登録・更新・削除は権限を付与されたユーザのみが実行できること（30IDを想定）
・異体字検索が行えること
・全角半角、大文字小文字、ひらがなとカタカナの同義検索ができること

	デジタルコンテンツ閲覧機能
	デジタルコンテンツ閲覧機能
	・目録データに対応するデジタルコンテンツが存在する場合には、目録データの詳細表示にデジタルコンテンツへのリンクを表示し、当該リンクからデジタルコンテンツを閲覧可能とすること
・画像データの閲覧方式は、利用者が特別なソフトウェアを必要としない方式とすること
・画像データを閲覧するためのビューア機能を備え、ビューアでは、直感的な操作で拡大、縮小、移動、ページ送りが行えること
・３００ＭＢ（最大値）のファイルサイズの画像もストレスなく閲覧できること
・デジタルコンテンツを個別及び一括でダウンロードする機能を設けること
・ダウンロード不可資料の場合、ダウンロードボタンが表示されないこと
・右クリックによる画像ファイルのダウンロードを禁止する機能を有していること

	
	画像配信機能
	・画像データは、相互運用性に考慮した配信方式（IIIF）で想定すること

	
	画像配信管理機能
	・画像データから自動的に、IIIF画像配信用の画像を自動生成すること
・目録データから、IIIFマニフェストファイルを自動生成すること

	Web企画展機能
	Web企画展閲覧機能
	・インターネット画面上に、仮想企画展（Web企画展）が行えるような機能を有すること

	
	Web企画展管理機能
	・複数のWeb企画展テーマの作成が可能なこと
・Web企画展テーマにあった業務用データベース登録済みの目録情報・画像を選択し、解説等の入力ができること

	公開機能の想定
	インターネットを介して公開する機能を想定すること
	・検索について、国際規格の情報配信用プロトコル（HTTPS）を用いて情報発信できること
・横断検索では、SRU/SRWまたはOpenSearchによる検索に対応すること
・利用条件を明示するための枠組を用いて、デジタルコンテンツ等の利用条件を明示できること
・デジタルアーカイブ・システムの利用案内（利用方法、動作環境等）を明示すること
・IPアドレスによるアクセス制限を設定できること
・常時SSL対応とすること

	横断検索機能
	ジャパンサーチからの横断検索に対応する機能
	・「ジャパンサーチ」からの横断検索に対応すること

	データ提供機能の想定
	ジャパンサーチに対するデータ提供を想定すること
	・「ジャパンサーチ」横断検索システムに対して定期的にデータ提供ができること。
・連携方法はジャパンサーチが定める提供方式（OAI-PMH、Excel、CSVなど）とすること。
・将来的には月次又は週次でデータ連携できること

	業務向け機能の想定
	利用者統計を作成する機能の想定
	・Webアクセス状況を統計データとして、月・年度別等で作成できること

	
	閲覧業務に関連する機能の想定
	・別途提示する利用申請書の印刷機能があること。
・利用者が選択した複数資料について、資料番号や名称等が自動的に利用申請書に転記されること

	管理機能
	利用権限などを指定する機能
	・管理者ID、パスワード等により、データの登録、編集、削除、閲覧等利用制限の設定が可能なこと

	セキュリティ
	ウイルス対策
	・ウイルス対策ソフトウェアを導入し、本システムに格納される全てのファイルの検疫を行うこと
・ウイルス対策ソフトのパターン定義ファイルは、本システムの運用期間中、定期的に自動更新されること

	
	外部攻撃への対策
	・デジタルアーカイブ・システム公開後は、当館ネットワーク上に設置されたセキュリティに、本システムへのアクセスを設定するために必要な情報を提供すること
・公開後は本システムへの不正・不要なアクセスを遮断すること
・WAF等セキュリティ対策ツールを導入すること

	
	不正アクセス対策
	・暗号化通信に対応すること

	システム運用
	運用・保守
	・本システムは原則24時間365日稼働させること
・本システムのOS、ミドルウェア、アプリケーションに対して、定期的にセキュリティ更新プログラムを適用すること。ただし、緊急性の高い脆弱性が発見された場合は、適時セキュリティ更新プログラムを適用すること

	
	バックアップ機能
	・将来的にサービスを停止することなく、システム、目録データ、デジタルコンテンツデータ等全領域のバックアップを定期的（毎日1回）に自動で取得できる機能を有すること
・構築したデジタルアーカイブ・システム（業務用・公開用データベース）は、遠隔地等（資料管理ファイルサーバーとは別の場所）に保管する。

	
	システム監視機能
	・将来的に利用者向けサービスの稼働状況を監視すること

	
	次期システム移行時におけるデータ抽出
	・システムが変更となった場合は、データ及びデジタルコンテンツを全て、システムとして抽出可能な機能をもつこと。

	性能要件
	・将来的に目録データの検索、デジタルコンテンツの配信・閲覧にかかる速度は、利用者が快適に利用できる水準とすること
・目録データの登録、デジタルコンテンツの登録等に係る所要時間は、業務に支障をきたさない水準とすること



５　データ点数
	データの区分
	データ量
	補足

	美術工芸資料（書画、彫刻、陶磁器、刀剣、甲冑、屏風、金工、木製品等）
	約800点
	目録データ（18項目）及び画像データ

	考古学資料
	約150点
	目録データ（18項目）（一部画像データを含む※）

	民俗資料（芸能関係資料、生活道具等）
	約3,050点
	目録データ（18項目）（一部音声・映像データを含む）

	歴史資料（古文書、絵図、古地図、古写真、古典籍、絵葉書等）
	約1,800点
	目録データ（18項目）及び画像データ

	自然史系資料
	約150点
	目録データ（18項目）及び画像データ

	その他
	約100点
	目録データ（18項目）


　　※　目録・画像データに属性等の選択が付属する。
　　※　資料点数は令和８年１月末現在
※　現在の事務用ファイルサーバ内の総画像容量：１．５～２ＴＢ程度

６　データ量（参考）
	データ区分
	保存形式
	保存想定データ量
（ﾌｧｲﾙｻｰﾊﾞｰ内）
	公開用
	公開想定データ量

	静止画
	TIFF(非圧縮)　
JPEG
BMP
	7000G
3000G
500G
	JPEG　WebP

	800G
500G

	映像
	MP4（高ビットレート）、公開時はYoutube等を使用
	500G
	MP4（配信用）
	100G

	音声
	WAV、MP3
	500G
	MP3
	100G

	文書
	PDF
テキスト
	500G
500G
	PDF
	200G



７　利用者数
	利用者区分
	利用者数／アクセス件数
	補足

	職員
	利用者数：30名（ID数）
アクセス件数（平均）：100件／日
	平日8：00～20：00の利用

	将来想定として
一般利用者
	利用者数：約1,000人
アクセス件数：400,000件／年間
	24時間利用
海外からのアクセスも想定
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